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#μ l/min （Ooshima et al., 1990）
A 群との間に統計的有意の差がある（*P＜0.05 ; ***P＜0.001）






























































































































































ました。in vitro において、GTF 活性を 50％
抑制するカテキン（緑茶ポリフェノール）濃度
が 250 μg/mL であるのに対して、OTE のそれ
は 40 μg/mL で、OTE からカテキンを取り除い
た標品である OTF 10は 2 μg/mL と、きわめて
強い抗 GTF 作用を有することが示されまし
た。そこで動物実験でその抗う蝕作用を調べる
と、飲料水中に OTE を 5 μg/mL 添加するだけ
で、う蝕の発生を有意に抑制することが示され













































































































































































































































分離した Streptococcus mutans の性状分析、大阪
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